第６章　社会参加の現状とニーズ
１．外出

（１）外出の状況

外出の状況については、いずれも「ほぼ毎日」「週３～４回」を合わせた割合が５割以上となっています。また、「年に数回」「ほとんど外出しない」を合わせた割合は、概ね１割程度となっています。

図　6-1　過去１年間にどれくらい外出しましたか。（○は１つ）

　　①　障がい者
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障がいのある児童では、「ほぼ毎日」「週３～４回」を合わせた割合が、概ね７割以上となっています。

[image: image3.emf]身体障がい（N = 1,187） 知的障がい（N = 202） 精神障がい（N = 193）

指定難病（N = 214） 手帳未所持（N = 24）

　　②　障がい児

前回調査結果と比較すると、いずれも「ほぼ毎日」「週３～４日」を合わせた割合が高まっている一方、「年に数回」「ほとんど外出しない」を合わせた割合が、知的・精神に障がいのある人で高まっています。

図　6-2　3年前との比較
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　　①　障がい者

障がいのある児童では、身体・知的障がいのある児童で「ほぼ毎日」「週３～４日」を合わせた割合が低くなっています。
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　　②　障がい児
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（２）外出での移動手段

外出での移動手段としては、身体に障がいのある人、指定難病患者で「自家用車（自分で運転）」、知的障がいのある人で「自家用車（乗せてもらう）」、精神に障がいのある人、手帳未所持者で「徒歩」の割合がそれぞれ最も高くなっています。なお、身体に障がいのある人のうち、特に視覚障がいのある人で「徒歩」「バス」の割合が高くなっています。

図　6-3　外出のときの移動手段は何ですか。（○はいくつでも）
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　　①　障がい者

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	徒歩
	自転車
	車いす
	電車
	バス
	タクシー
	自家用車（自分で運転）
	自家用車（乗せてもらう）
	バイク
	その他

	身体障がい
	1,303
	36.6
	20.3
	6.2
	15.8
	29.8
	14.6
	47.7
	39.3
	1.0
	2.4

	
	視覚障がい
	148
	71.6
	14.9
	3.4
	33.8
	61.5
	34.5
	3.4
	54.1
	0.0
	2.7

	
	聴覚等障がい
	127
	52.8
	36.2
	1.6
	26.0
	40.2
	7.9
	52.0
	31.5
	1.6
	3.9

	
	言語等障がい
	15
	46.7
	0.0
	0.0
	6.7
	26.7
	6.7
	33.3
	53.3
	0.0
	0.0

	
	肢体不自由
	472
	25.0
	12.7
	14.6
	9.5
	19.3
	15.0
	40.3
	47.0
	0.6
	2.8

	
	内部障がい
	541
	33.1
	25.1
	0.9
	14.2
	27.9
	10.5
	65.8
	29.9
	1.5
	1.7


障がいのある児童では、概ね「自家用車（乗せてもらう）」の割合が最も高くなっています。

　　②　障がい児
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（３）外出での困りごと

外出での困りごとについてたずねたところ、いずれも「特にない」の割合が最も高いほか、「バス・電車などの便が悪い」「交通費の負担が大きい」の割合が比較的に高く　　　なっています。なお、特に、身体に障がいのある人では「道路の段差や施設の階段などのバリアが多い」「乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい」、知的障がいのある人では「車などに危険を感じる」「まわりとのコニュニケーションがとれない」の割合がそれぞれ高くなっています。

図　6-4　外出するうえで困っていることはありますか。（○はいくつでも）

　　①　障がい者
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単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	バス・電車などの便が悪い
	よう改良されていない
バス・電車などが容易に利用できる
	りにくい
乗物や公共的施設の案内表示がわか
	アが多い
道路の段差や施設の階段などのバリ
	車などに危険を感じる
	支援者がいない
	れない
まわりとのコニュニケーションがと
	交通費の負担が大きい
	ほとんど外出しないのでわからない
	特にない
	その他

	身体障がい
	1,207
	19.3
	10.4
	10.5
	18.5
	17.6
	5.2
	6.1
	16.9
	4.0
	40.0
	4.5

	
	視覚障がい
	143
	23.8
	18.9
	39.2
	35.0
	51.0
	10.5
	11.9
	21.7
	2.8
	18.2
	4.9

	
	聴覚等障がい
	117
	17.9
	8.5
	17.1
	6.0
	22.2
	3.4
	27.4
	14.5
	1.7
	29.1
	9.4

	
	言語等障がい
	12
	0.0
	16.7
	8.3
	0.0
	8.3
	0.0
	16.7
	8.3
	8.3
	41.7
	8.3

	
	肢体不自由
	437
	17.4
	13.5
	5.7
	25.9
	15.1
	6.4
	3.7
	18.8
	7.8
	34.6
	3.9

	
	内部障がい
	498
	20.5
	5.4
	5.0
	10.6
	9.2
	3.2
	1.4
	14.7
	1.4
	53.6
	3.6


障がいのある児童では、「特にない」のほか、特に、身体に障がいのある児童、小児慢性特定疾患患者で「道路の段差や施設の階段などのバリアが多い」、知的・精神に障がいのある児童で「車などに危険を感じる」「まわりとのコニュニケーションがとれない」などの割合が比較的に高くなっています。

　　②　障がい児
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「その他」として、主に表6-5のような記入がありました。

表　6-5　その他（Ｎ＝149）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・公共交通機関で非常時（事故等）の案内放送等がわからない

・字幕がほとんどなく、事故や災害が起こった時に対処ができない

・障がい者等の優先席が有効に機能していない

・内部障がいがあることが見た目でわからないため席を譲ってもらうなど困難

・障がい者が、積極的に障がい者であることをアピールしなければならない

・障がい者専用の駐車スペースに駐車できない

・行き先々でトイレが充実しているかいつも心配

・オムツなどをかえたりする場がない

・胃ろうへの注入や医療的ケアを行う場所が少ない

・外出する際には荷物がたくさんある

・自転車が危険

・お金がない

	知的障がい
	・電車で席を譲ってもらえない

・家族がいないと外出できない

・障がい者用の駐車スペースが少ない

・まわりの人の障がいに対する理解

・お金がない

	精神障がい
	・車や自転車の交通マナー違反が多い

・病気のため車の運転ができない

・道がわからない時に人にたずねにくい

・トイレや公園はできるだけあるとよい

・人混みが苦手

	障がい児
	・駅のエレベーターが狭い

・公共交通機関の従業員の障がい者への理解

・公共の場で落ちつきがない

・まちなかの歩道が狭い

・大通りでも音響信号がない

・障がい者用の駐車場が少なく、屋根もないので雨の日の外出がしづらい

・多目的トイレが不便

・荷物が多いので車以外は外出しにくい

・周りの人の目が気になる


前回調査結果と比較すると、特に、身体障がいのある人で「道路の段差や施設の階段などのバリアが多い」、精神に障がいのある人で「バス・電車などの便が悪い」「交通費の負担が大きい」などの割合が低くなっています。

図　6-6　3年前との比較

　　①　障がい者
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[image: image12.emf]身体障がい（N = 1,303） 知的障がい（N = 232） 精神障がい（N = 216）

指定難病（N = 244） 手帳未所持（N = 25）
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[image: image14.emf]身体障がい（N = 1,207） 知的障がい（N = 203） 精神障がい（N = 201）

指定難病（N = 219） 手帳未所持（N = 24）
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[image: image17.emf]平成25年（N = 1,486） 平成28年（N = 1,207）
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障がいのある児童では、身体・知的障がいのある児童で「道路の段差や施設の階段などのバリアが多い」などの割合が高まる一方、知的障がいのある児童で「まわりとのコミュニケーションがとれない」などの割合が低くなっています。

　　②　障がい児
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[image: image21.emf]平成25年（N = 178） 平成28年（N = 201）
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[image: image23.emf]平成25年（N = 227） 平成28年（N = 219）
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[image: image25.emf]平成25年（N = 147） 平成28年（N = 147）
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２．外出支援サービス

（１）同行援護等

視覚障がいのある人が外出した時に移動の介護などの支援を受ける同行援護（区分２以上）または移動支援の利用状況について、「利用している」は65.4％となっています。また、「今後利用したい」は11.5％となっています。

図　6-7　同行援護または移動支援の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）

[image: image27.emf]平成25年（N = 351） 平成28年（N = 199）
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（２）行動援護等

知的・精神に障がいのある人が外出した時の移動の介護や危険を避けるための援護などの支援を受ける行動援護（区分３以上）または移動支援の利用状況について、「利用している」は、知的障がいのある人で16.0％、精神に障がいのある人で3.8％にとどまっています。また、「今後利用したい」は、知的障がいのある人で23.1％、精神に障がいのある人で28.7％となっています。

図　6-8　行動援護または移動支援の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
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（３）移動支援

このほか、外出した時に移動の介護などの支援を受ける移動支援の利用状況について、「利用している」は、肢体不自由者で8.8％、内部障がいのある人で3.1％、指定難病患者で5.0％にとどまっています。また、「今後利用したい」は、肢体不自由者で24.7％、内部障がいのある人で24.9％、指定難病患者で24.2％、手帳未所持者で28.0％となっています。

図　6-9　移動支援の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）

　　①　障がい者

[image: image31.emf]平成25年（N = 12） 平成28年（N = 8）


[image: image32.emf]身体障がい（N = 1,011） 知的障がい（N = 173） 精神障がい（N = 152）

指定難病（N = 182） 手帳未所持（N = 21）


障がいのある児童でも、「利用している」は3.8％にとどまっています。また、「今後利用したい」は28.6％となっています。

　　②　障がい児
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[image: image34.emf]身体障がい（N = 860） 知的障がい（N = 139） 精神障がい（N = 141）

指定難病（N = 135） 手帳未所持（N = 23）


３．社会活動

（１）最近の活動状況

最近１年間の活動状況についてたずねたところ、いずれも「旅行」「コンサートや映画の鑑賞、スポーツ等の観戦」の割合が高くなっています。なお、特に知的障がいのある人では「障がいのある仲間とのふれあい」の割合が高くなっています。

図　6-10　この１年間にどのような活動をしましたか。（あてはまるものすべてに○）

　　①　障がい者
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障がいのある児童でも、概ね共通して「旅行」「コンサートや映画の鑑賞、スポーツ等の観戦」「学習活動」などの割合が比較的に高くなっています。

　　②　障がい児
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（２）今後の活動意向

今後の活動意向についてたずねたところ、最近の活動状況と同様に、いずれも「旅行」「コンサートや映画の鑑賞、スポーツ等の観戦」の割合が高くなっています。

図　6-11　今後どのような活動をしたいですか。（あてはまるものすべてに○）

[image: image37.emf]身体障がい（N = 895） 知的障がい（N = 178） 精神障がい（N = 178）

指定難病（N = 165） 手帳未所持（N = 23）

　　①　障がい者

障がいのある児童も同様に、「旅行」「コンサートや映画の鑑賞、スポーツ等の観戦」などの割合が比較的に高くなっています。
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　　②　障がい児

（３）活動のための環境づくり

こうした活動に障がいのある人が積極的に参加するために必要なことについてたずねたところ、いずれも「参加しやすさへの配慮」の割合が最も高くなっています。

図　6-12　スポーツやレクリエーション、文化芸術活動、社会活動などに障がいのある方が積極的に社会参加するために、どのようなことが必要だと思いますか。
（○はいくつでも）

[image: image39.emf]身体障がい（N = 1,124） 知的障がい（N = 185） 精神障がい（N = 195）

指定難病（N = 219） 手帳未所持（N = 24）

　　①　障がい者
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単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	所の確保と提供
大会や発表会等の参加できる活動場
	参加しやすさへの配慮
	利用しやすい施設への改善
	家族の協力
	移動手段の確保
	参加を補助するボランティアの育成
	活動したいと思わない
	その他

	身体障がい
	1,187 
	24.9 
	55.6 
	31.4 
	21.8 
	26.3 
	22.7 
	18.3 
	3.5 

	
	視覚障がい
	138 
	29.0 
	58.7 
	33.3 
	26.1 
	39.1 
	34.1 
	18.8 
	3.6 

	
	聴覚等障がい
	110 
	34.5 
	56.4 
	26.4 
	21.8 
	17.3 
	22.7 
	16.4 
	4.5 

	
	言語等障がい
	16 
	37.5 
	62.5 
	31.3 
	25.0 
	18.8 
	25.0 
	25.0 
	0.0 

	
	肢体不自由
	431 
	21.3 
	55.0 
	34.1 
	21.8 
	30.9 
	25.5 
	18.3 
	3.0 

	
	内部障がい
	492 
	24.2 
	54.9 
	29.7 
	20.5 
	20.9 
	17.1 
	18.3 
	3.7 

	
	１級
	410 
	22.9 
	54.1 
	32.0 
	24.4 
	26.3 
	23.9 
	17.6 
	3.9 

	
	２級
	439 
	10.9 
	25.1 
	14.4 
	10.9 
	14.6 
	13.0 
	9.1 
	2.1 

	
	３級
	498 
	12.2 
	28.7 
	17.5 
	9.2 
	11.6 
	9.6 
	10.2 
	0.8 

	
	４級
	357 
	13.7 
	29.4 
	15.4 
	10.4 
	12.6 
	10.1 
	7.3 
	1.1 

	
	５級
	138 
	13.8 
	23.2 
	11.6 
	10.1 
	14.5 
	12.3 
	10.9 
	3.6 

	
	６級
	103 
	15.5 
	34.0 
	16.5 
	7.8 
	12.6 
	7.8 
	5.8 
	0.0 

	知的障がい
	191 
	26.7 
	54.5 
	26.7 
	30.9 
	28.3 
	33.0 
	15.2 
	4.2 

	
	A
	8 
	25.0 
	50.0 
	50.0 
	25.0 
	25.0 
	37.5 
	12.5 
	0.0 

	
	A1
	35 
	34.3 
	57.1 
	42.9 
	48.6 
	28.6 
	65.7 
	8.6 
	5.7 

	
	A2
	32 
	34.4 
	65.6 
	28.1 
	31.3 
	28.1 
	46.9 
	9.4 
	3.1 

	
	B1
	72 
	13.9 
	48.6 
	22.2 
	33.3 
	26.4 
	15.3 
	23.6 
	4.2 

	
	B2
	44 
	36.4 
	54.5 
	15.9 
	13.6 
	31.8 
	25.0 
	11.4 
	4.5 

	精神障がい
	182 
	24.7 
	44.0 
	23.1 
	23.6 
	22.5 
	17.0 
	26.4 
	6.6 

	
	１級
	32 
	15.6 
	31.3 
	12.5 
	21.9 
	25.0 
	15.6 
	40.6 
	3.1 

	
	２級
	124 
	29.0 
	46.8 
	25.8 
	27.4 
	23.4 
	16.9 
	21.8 
	8.9 

	
	３級
	26 
	15.4 
	46.2 
	23.1 
	7.7 
	15.4 
	19.2 
	30.8 
	0.0 


障がいのある児童でも、概ね共通して「参加しやすさへの配慮」の割合が最も高く
なっています。
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　　②　障がい児

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	所の確保と提供
大会や発表会等の参加できる活動場
	参加しやすさへの配慮
	利用しやすい施設への改善
	家族の協力
	移動手段の確保
	参加を補助するボランティアの育成
	活動したいと思わない
	その他

	身体障がい
	

146 
	32.2
	71.9
	37.7
	27.4
	27.4
	47.3
	6.8
	2.1

	
	１級
	66 
	31.8
	77.3
	47.0
	30.3
	40.9
	53.0
	6.1
	3.0

	
	２級
	27
	29.6
	77.8
	44.4
	11.1
	25.9
	51.9
	7.4
	0.0

	
	３級
	33
	33.3
	66.7
	27.3
	36.4
	12.1
	42.4
	6.1
	0.0

	
	４級
	3
	66.7
	100.0
	0.0
	0.0
	0.0
	33.3
	0.0
	0.0

	
	５級
	8
	25.0
	12.5
	12.5
	37.5
	25.0
	37.5
	25.0
	12.5

	
	６級
	9
	33.3
	77.8
	22.2
	22.2
	0.0
	22.2
	0.0
	0.0

	知的障がい
	195
	38.5
	73.3
	38.5
	37.4
	32.3
	53.8
	4.1
	2.1

	
	A1
	52
	28.8
	76.9
	53.8
	28.8
	38.5
	61.5
	3.8
	0.0

	
	A2
	45
	42.2
	77.8
	48.9
	42.2
	31.1
	68.9
	6.7
	2.2

	
	B1
	27
	44.4
	66.7
	25.9
	37.0
	37.0
	44.4
	7.4
	7.4

	
	B2
	71
	40.8
	70.4
	25.4
	40.8
	26.8
	42.3
	1.4
	1.4

	精神障がい
	22
	35.6
	74.3
	33.9
	34.5
	28.0
	44.9
	4.8
	2.5

	
	１級
	8
	75.0
	75.0
	50.0
	62.5
	62.5
	62.5
	0.0
	0.0

	
	２級
	9
	11.1
	88.9
	11.1
	22.2
	11.1
	0.0
	11.1
	11.1

	
	３級
	5
	20.0
	60.0
	20.0
	80.0
	20.0
	20.0
	0.0
	0.0


「その他」として、主に表6-13のような記入がありました。

表　6-13　その他（Ｎ＝54）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・宣伝や告知

・周囲の理解、援助

・障がい者自らが企画、運営する活動

・職場での休暇の確保

	知的障がい
	・障がい者用スポーツクラブなど、定期的に運動できる場所

・休暇など、職場の配慮

	精神障がい
	・障がいに対する理解

	指定難病
	・周知

・人混みは避けている

	手帳未所持
	・社会的な認知

	障がい児
	・小さい子と親子で参加できるもの

・特にトイレ（ユニバーサルベッド付き）と駐車場に配慮


４．地域活動

（１）近所つきあいの状況

近所つきあいの状況については、いずれも「顔を合せれば、あいさつをする程度」の割合が最も高くなっています。また、知的・精神に障がいのある人、手帳未所持者などでは「ほとんどつきあいはない」の割合も高くなっています。

図　6-14　どの程度の近所つきあいをしていますか。（○は１つ）

　　①　障がい者
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障がいのある児童でも、「顔を合せれば、あいさつをする程度」の割合が最も高く、「ほとんどつきあいはない」の割合は１割程度になっています。

　　②　障がい児
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前回調査結果と比較すると、障がいのある人では、いずれも「ほとんどつきあいはない」の割合がわずかに高まり、「困った時には何でも助け合える程度」の割合がわずかに低くなっています。

図　6-15　3年前との比較

[image: image46.emf]ほぼ毎日 週３～４回 週１～２回

月１～２回 年に数回 ほとんど外出しない

　　①　障がい者

[image: image47.emf]正職（社）員以外（アルバイト、パート、契約社員、派遣社員、日雇い等）

自営業（家の仕事の手伝いを含む）


障がいのある児童では、身体・知的障がいのある児童で、「顔を合せれば、あいさつをする程度」の割合が高まり、「ほとんどつきあいはない」の割合が低くなっています。

[image: image48.emf]ほぼ毎日 週３～４回 週１～２回

月１～２回 年に数回 ほとんど外出しない

　　②　障がい児

（２）近所つきあいでの困りごと

近所つきあいでの困りごとについてたずねたところ、概ね共通して「つきあいのある人が少ない」「人間関係が希薄」の割合が比較的に高くなっています。なお、特に、身体に障がいのある人のうち、聴覚等障がいのある人、知的・精神に障がいのある人で「コミュニケーションがうまく取れない」「障がいについて理解してもらいにくい」の割合が高くなっています。

図　6-16　近所つきあいで困っていることはありますか。（○はいくつでも）

　　①　障がい者
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単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	つきあいのある人がいなくて孤独
	つきあいのある人が少ない
	人間関係が希薄
	コミュニケーションがうまく取れない
	障がいについて理解してもらいにくい
	関係が深くてつきあいに疲れる
	その他

	身体障がい
	895
	9.5
	43.6
	24.4
	15.3
	16.9
	2.3
	16.6

	
	視覚障がい
	105 
	9.5
	39.0
	26.7
	16.2
	28.6
	4.8
	13.3

	
	聴覚等障がい
	97
	13.4
	38.1
	18.6
	38.1
	23.7
	0.0
	12.4

	
	言語等障がい
	9
	11.1
	33.3
	0.0
	44.4
	0.0
	0.0
	22.2

	
	肢体不自由
	313
	10.2
	42.8
	21.4
	16.3
	14.7
	2.9
	21.1

	
	内部障がい
	371
	7.8
	47.2
	28.3
	7.5
	14.0
	1.9
	14.8


障がいのある児童では、概ね共通して、「障がいについて理解してもらいにくい」「コミュニケーションがうまく取れない」「つきあいのある人が少ない」などの割合が比較的に高くなっています。

　　②　障がい児
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「その他」として、主に表6-17のような記入がありました。

表　6-17　その他（Ｎ＝69）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・仕事をしているため、なかなか話せない

・経済的に余裕がなく、独身であるので自治会活動に参加しにくい

・近所でのトラブル

・差別を感じる

・自治会等の役員、活動

・高齢者の増加

	知的障がい
	・人間関係が難しい

	精神障がい
	・あいさつを返してくれない人がいる

・名前と顔が一致しない

・民生委員に相談しづらい

・困っていることはない

	障がい児
	・人間関係が難しい

・人に関心がない

・周りの目が心配

・障がいのことを言いづらい


（３）近所つきあいの必要性

近所つきあいの必要性についてたずねたところ、いずれも「「お互い様」という意識を持ちながら、見守り合い、助け合えること」の割合が最も高く、次いで、「人と人がふれあうことで人間らしい生活を送ることができること」となっています。

図　6-18　近所つきあいは、どのような点で必要だと思いますか。（○はいくつでも）

　　①　障がい者

[image: image51.emf]障がい児（N = 376） 身体障がい（N = 151）

知的障がい（N = 204） 精神障がい（N = 22）

指定難病（N = 8） 小児慢性特定疾病（N = 18）

手帳未所持（N = 69）


単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	ことができること
人と人がふれあうことで人間らしい生活を送る
	合い、助け合えること
「お互い様」という意識を持ちながら、見守り
	大切にすること
自治会活動、清掃活動など、自分たちのまちを
	避難訓練への参加など防災活動に協力すること
	防犯活動に協力すること
	地域文化を共同で守っていくこと
	自然環境や社会環境を守っていくこと
	大切とは思わない
	その他

	身体障がい
	1,124
	38.3
	70.0
	30.5
	22.4
	20.7
	10.5
	15.7
	5.3
	2.5

	
	視覚障がい
	139 
	43.9
	69.8
	23.7
	21.6
	18.0
	10.1
	15.8
	5.8
	0.7

	
	聴覚等障がい
	107
	41.1
	69.2
	35.5
	26.2
	24.3
	6.5
	15.0
	3.7
	3.7

	
	言語等障がい
	10
	40.0
	80.0
	0.0
	10.0
	10.0
	10.0
	10.0
	0.0
	0.0

	
	肢体不自由
	399
	39.3
	72.9
	27.6
	19.8
	15.0
	10.0
	14.5
	4.5
	3.8

	
	内部障がい
	469
	35.0
	67.6
	34.5
	24.3
	25.8
	11.9
	16.8
	6.4
	1.7


障がいのある児童でも、いずれも「「お互い様」という意識を持ちながら、見守り合い、助け合えること」の割合が最も高く、次いで、「人と人がふれあうことで人間らしい生活を送ることができること」などとなっています。

　　②　障がい児
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「その他」として、主に表6-19のような記入がありました。

表　6-19　その他（Ｎ＝43）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・きっかけ

・日本人の本来のよさを取り戻す

	知的障がい
	・障がいを理解してもらうこと

	精神障がい
	・近所つきあいを大切にするのは当然のこと

	手帳未所持
	・トラブルの解決が必要な時などに必要

	障がい児
	・障がいについてもっと理解をしてもらいたい

・災害など何かあった時のために、知っておいてもらうことが大切


（４）災害時の困りごと

災害時の困りごとについてたずねたところ、概ね共通して「薬や医療」「避難所での生活」「トイレ」などの割合が比較的に高くなっています。なお、特に、視覚・知的障がいのある人で「避難時の支援」、視覚・聴覚等障がいのある人で「情報の入手」などの割合が高くなっています。

表　6-20　災害時に、困ると思われることはどれですか。（○はいくつでも）

　　①　障がい者

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	情報の入手
	避難時の支援
	福祉避難所等の避難生活の場の確保
	避難所での生活
	コミュニケーション
	プライバシー
	トイレ
	補装具や日常生活用具
	薬や医療
	特にない
	わからない
	その他

	身体障がい
	1,226 
	36.0 
	34.6 
	25.8 
	50.2 
	17.7 
	27.5 
	51.3 
	20.8 
	56.7 
	4.9 
	4.2 
	2.7 

	
	視覚障がい
	147 
	49.0 
	54.4 
	40.1 
	57.8 
	27.9 
	34.7 
	51.7 
	19.7 
	39.5 
	5.4 
	4.1 
	0.7 

	
	聴覚等障がい
	116 
	66.4 
	32.8 
	24.1 
	44.0 
	47.4 
	25.0 
	37.1 
	33.6 
	31.0 
	4.3 
	3.4 
	2.6 

	
	言語等障がい
	14 
	14.3 
	21.4 
	35.7 
	42.9 
	21.4 
	14.3 
	42.9 
	14.3 
	35.7 
	7.1 
	21.4 
	7.1 

	
	肢体不自由
	442 
	28.5 
	43.4 
	29.6 
	58.8 
	16.1 
	30.5 
	62.7 
	21.7 
	51.6 
	4.8 
	5.4 
	2.7 

	
	内部障がい
	507 
	32.3 
	21.9 
	18.3 
	42.2 
	9.3 
	23.7 
	44.8 
	17.6 
	72.6 
	4.9 
	3.0 
	3.2 

	知的障がい
	213 
	42.7 
	46.9 
	39.9 
	58.2 
	37.1 
	30.0 
	44.6 
	18.8 
	39.0 
	4.7 
	5.2 
	1.4 

	精神障がい
	210 
	33.8 
	28.6 
	28.1 
	51.0 
	28.1 
	36.2 
	44.3 
	14.8 
	64.3 
	3.8 
	5.7 
	7.1 

	指定難病
	230 
	32.2 
	29.6 
	24.8 
	52.6 
	9.1 
	31.3 
	57.8 
	14.8 
	67.4 
	3.9 
	3.5 
	2.6 

	手帳未所持
	25 
	36.0 
	32.0 
	20.0 
	48.0 
	28.0 
	36.0 
	44.0 
	24.0 
	60.0 
	0.0 
	8.0 
	4.0 


障がいのある児童では、概ね共通して「避難所での生活」の割合が高くなっているほか、障がいによっては、「避難時の支援」「薬や医療」などの割合も比較的に高くなっています。

　　②　障がい児

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	情報の入手
	避難時の支援
	福祉避難所等の避難生活の場の確保
	避難所での生活
	コミュニケーション
	プライバシー
	トイレ
	補装具や日常生活用具
	薬や医療
	特にない
	わからない
	その他

	障がい児
	373 
	40.8 
	48.0 
	44.8 
	67.6 
	39.4 
	31.1 
	44.5 
	22.8 
	41.0 
	2.7 
	2.7 
	4.6 

	
	身体障がい
	152 
	42.8 
	56.6 
	49.3 
	66.4 
	29.6 
	28.3 
	51.3 
	39.5 
	53.9 
	1.3 
	1.3 
	5.3 

	
	知的障がい
	204 
	42.2 
	56.9 
	54.4 
	73.5 
	44.6 
	35.3 
	50.0 
	22.1 
	43.1 
	1.5 
	2.9 
	6.9 

	
	精神障がい
	22 
	40.9 
	45.5 
	36.4 
	77.3 
	63.6 
	50.0 
	54.5 
	4.5 
	54.5 
	4.5 
	0.0 
	0.0 

	
	指定難病
	9 
	11.1 
	22.2 
	22.2 
	33.3 
	11.1 
	33.3 
	22.2 
	33.3 
	55.6 
	11.1 
	11.1 
	0.0 

	
	小児慢性
特定疾病
	18 
	27.8 
	44.4 
	61.1 
	72.2 
	22.2 
	16.7 
	27.8 
	38.9 
	94.4 
	0.0 
	0.0 
	11.1 

	
	手帳未所持
	67 
	38.8 
	40.3 
	32.8 
	61.2 
	40.3 
	25.4 
	37.3 
	13.4 
	20.9 
	6.0 
	4.5 
	3.0 


「その他」として、主に表6-21のような記入がありました。

表　6-21　その他（Ｎ＝55）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・人工透析

・電源

・体調管理、症状の悪化

・並んだり荷物を持ったりすることができない

	知的障がい
	・周りの人の理解

・孤立

	精神障がい
	・情報の整理

	指定難病
	・衛生面

	障がい児
	・パニック時の周囲の目

・人工呼吸器、吸引器等の電気の確保


【身体障がい】





【知的障がい】





【精神障がい】





【指定難病】





【身体障がい】





【知的障がい】





【精神障がい】





【指定難病】
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[image: image53.emf]％

バス・電車などの便が悪い

バス・電車などが容易に利用

できるよう改良されていない

乗物や公共的施設の案内表

示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段など

のバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーション

がとれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわから

ない

特にない

その他
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[image: image54.emf]障がい児（N = 357） 身体障がい（N = 147）

知的障がい（N = 199） 精神障がい（N = 21）

指定難病（N = 8） 小児慢性特定疾病（N = 18）

手帳未所持（N = 65）

[image: image55.emf]障がい児（N = 350） 身体障がい（N = 137）

知的障がい（N = 188） 精神障がい（N = 22）

指定難病（N = 7） 小児慢性特定疾病（N = 17）

手帳未所持（N = 66）

[image: image56.emf]％

コンサートや映画の鑑賞、ス

ポーツ等の観戦

スポーツ教室・大会・レクリエー

ションへの参加

キャンプ・つり等

旅行

文化芸術活動（絵画、作品制

作等）

学習活動

趣味の同好会活動

ボランティア等の社会活動

自治会・地域活動

障がいのある仲間とのふれあ

い

特にない

その他
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[image: image57.emf]障がい児（N = 301） 身体障がい（N = 123）

知的障がい（N = 164） 精神障がい（N = 15）

指定難病（N = 7） 小児慢性特定疾病（N = 13）

手帳未所持者（N = 57）

[image: image58.emf]％

コンサートや映画の鑑賞、ス

ポーツ等の観戦

スポーツ教室・大会・レクリエー

ションへの参加

キャンプ・つり等

旅行

文化芸術活動（絵画、作品制

作等）

学習活動

趣味の同好会活動

ボランティア等の社会活動

自治会・地域活動

障がいのある仲間とのふれあ

い

特にない

その他



52.2

43.2

40.9

68.8

29.6

36.5

13.0

15.3

22.3

42.2

2.7

1.3

50.4

39.8

33.3

70.7

25.2

30.1

8.1

9.8

21.1

45.5

2.4

1.6

51.8

42.1

33.5

68.9

26.8

33.5

13.4

14.6

22.0

47.6

1.8

2.4

33.3

40.0

26.7

46.7

40.0

40.0

26.7

6.7

13.3

46.7

13.3

6.7

71.4

28.6

42.9

85.7

0.0

42.9

0.0

0.0

14.3

28.6

0.0

0.0

30.8

30.8

38.5

61.5

23.1

15.4

0.0

0.0

7.7

38.5

0.0

7.7

57.9

54.4

57.9

68.4

38.6

42.1

17.5

19.3

26.3

29.8

3.5

0.0

0 20 40 60 80 100

[image: image59.emf]障がい児（N = 354） 身体障がい（N = 146）

知的障がい（N = 195） 精神障がい（N = 22）

指定難病（N = 6） 小児慢性特定疾病（N = 18）

手帳未所持（N = 64）

[image: image60.emf]％

大会や発表会等の参加できる

活動場所の確保と提供

参加しやすさへの配慮

利用しやすい施設への改善

家族の協力

移動手段の確保

参加を補助するボランティアの

育成

活動したいと思わない

その他
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[image: image61.emf]障がい児（N = 280） 身体障がい（N = 108）

知的障がい（N = 157） 精神障がい（N = 20）

指定難病（N = 3） 小児慢性特定疾病（N = 13）

手帳未所持（N = 50）

[image: image62.emf]％

つきあいのある人がいなくて孤

独

つきあいのある人が少ない

人間関係が希薄

コミュニケーションがうまく取れ

ない

障がいについて理解してもらい

にくい

関係が深くてつきあいに疲れる

その他
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[image: image63.emf]障がい児（N = 352） 身体障がい（N = 144）

知的障がい（N = 193） 精神障がい（N = 21）

指定難病（N = 8） 小児慢性特定疾病（N = 17）

手帳未所持（N = 64）

[image: image64.emf]％

人と人がふれあうことで人間ら

しい生活を送ることができるこ

と

「お互い様」という意識を持ちな

がら、見守り合い、助け合える

こと

自治会活動、清掃活動など、

自分たちのまちを大切にするこ

と

避難訓練への参加など防災活

動に協力すること

防犯活動に協力すること

地域文化を共同で守っていくこ

と

自然環境や社会環境を守って

いくこと

大切とは思わない

その他
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